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は じ め に

塚田誠之

　本書は、2008年 3月13日、国立民族学博物館において開催された国立民族学博物館開
館30周年記念国際シンポジウム「西南中国少数民族の文化資源の“いま”」において発表
された研究報告および討論を収録したものである。西南中国の少数民族地域では、それ
ぞれの民族が豊富な文化を有する。有形・無形の文化は、民族を特徴付ける資源として
形成され応用されている。文化資源は絶えず変貌を遂げ戦略的に活用されてきた。本シ
ンポジウムでは、中国西南部、広西・雲南から各博物館の館長など文物や文化の管理・
保護・活用を研究・担当している研究者3名を招聘し、各省区の最新の具体的な事例に
もとづいて、少数民族の文化資源がどのように形成され、現在どう活用されているのか、
またどのような課題を抱えているのかについて比較し検討した。報告者のほか総合コメ
ンテーター、各発表に対するコメンテーターを国内から招聘した。なお、李黔濱氏は都
合により論文参加という形になった。
　文化資源について、いくつかのポイントを挙げると、まずその形成の歴史に基づいた
検討が必要である。たとえば伝統と看做されているものがある時代に創作されることが
ある。伝統は時間とともに変化する。国立民族学博物館特別展「深奥的中国―少数民
族の暮らしと工芸」（2008年 3月13日～ 6月 3日）でチワン（壮）族の高床式住居や年中
行事において漢文化を受容し自らの文化を形成してきたことを紹介した。外来文化を受
容し、もとの文化とが融合して新たな文化を作り出してゆく事例は多く見られる。現状
を正確に認識するためには文化形成の歴史をふまえた検討が必要だと思われる。この場
合、現在における新たな伝統の創出という点も問題になる。
　また、文化が資源として具体的にどのように活用されているかという問題がある。た
とえば最近各地で生態博物館を建設する試みがなされているが、それはもともとあった
農村を利用して、住民の参与のもとに、住民の民族文化を保護し伝承していく取り組み
で注目を集めている。そのことを通じて、地元の少数民族の社会経済の発展をも促進し、
当該の民族や地域の住民のアイデンティティを生み出したり、すでにあるアイデンティ
ティを一層高めて行く点でも注目される。文化がどのように活用され、そのことで人々
のアイデンティティにどのような影響を与えているのだろうかという点である。生態博
物館のほか従来型の博物館や民族村を含む屋外での展示といった文化の展示の装置と方
法もここで問題となる。
　さらに、文化資源の活用は現在、さまざまな問題点に直面している。たとえば特別展
示で、チワン族の高床式住居の2層部分を再現したが、広西で高床式住居は、観光地で
は景観の一部をなす文化資源として保存が積極的に議論されている。しかし、観光化さ
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れていないところでは自然の成り行きにまかせ、結果として多くの地域で出稼ぎに行っ
た若者がセメントブロックのビルに建て替える動きが見られる。急速な現代化、経済の
グローバル化の進行に直面している現在、資源としての伝統的な文化が変化する場合が
多く見られる。文化の資源としての保護と活用がどのような問題点に直面して、どのよ
うな取り組みがなされているかという点が問題になる。
　本シンポジウムでは、西南中国の少数民族の文化資源の問題について、各省区を代表
する研究者が最新の状況を報告し、それに基づいて日中の第一線で活躍している研究者
により討論を行った。討論を通じて文化資源について理解を深めるとともに、研究上の
新たな発見や大きな発展が得られた。
　なお、本シンポジウムは、共同研究「民族文化資源の生成と変貌―華南地域を中心
とした人類学・歴史学的研究」（代表武内房司）、および科学研究費補助金・基盤研究（B）
「中国南北の国境地域における多民族のネットワーク構築と文化の動態」（課題番号
19401046、代表者塚田誠之）と合同で開催した。

本書の内容の紹介

　覃溥報告では、広西における生態博物館の建設の実践と直面する問題点が検討されて
いる。まず、生態博物館の建設の目的として、それが少数民族の文化の保護や発展に必
要であって、民族の経済発展、生態環境の保護にとっても重要であることをふまえたう
えで、学際的な研究を行い、各級政府の共通の認識を得た上で建設されるべきであるこ
と、その運営において、現地の村民の意識を高めることや、文化の保護とその合理的な
活用・管理の強化が必要であることが指摘されている。さらには、生態博物館と広西民
族博物館とが連携して、ネットワークを構築し、研究のステーションとなるべきことが
指摘されている。従来型の博物館と異なる、既存の村落を活用した生態博物館が各地で
建設され、注目を集めているが、その建設に際しての具体的な取り組みの内容が詳細に
検討されている点で注目される。
　なお、シンポジウムの開催の時点から本論集の刊行までに、すでに4年余の時間が経
過した。覃溥報告で、広西民族博物館を建設し、各地の民族の調査研究・文化遺物の収
集の基地としての10の生態博物館との全方位的な資源共有のプラットホームを構築し「連
合体」とする壮大な構想が提示されている。広西民族博物館は2008年12月に竣工し、2009
年 4月に正式に対外開放された。また10カ所の生態博物館も今日までに全て建設されて
いる。ただし、それらは建設されたばかりであるので、広西民族博物館と各地の生態博
物館との間に構築されるであろう研究や資料収集のネットワークがどのように機能して
いくのかについては、今後長期的に注視していく必要があろう。
　次いで、呉偉峰報告では、広西壮族自治区博物館の室内外展示の特色と発展について
検討されている。広西壮族自治区博物館に隣接して、広西民族文物苑が建設されている
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が、そこでの展示の内容が紹介され、その社会的な機能にふれ、あわせて室内展示の内
容と特徴も紹介されている。広西民族文物苑では、トン族の風雨橋や鼓楼、チワン族や
ミャオ族の民家を復元して展示している。とともに、民族の歌や踊りの上演、エスニッ
ク料理を出すレストラン、土産物の販売など多角的な経営をしている。そこでは伝統的
なものに加えて新たにつくられたもの（とくに民族の料理や歌・踊り、土産物）が調和
し、観客が民族文化を五感で味わうことができるよう工夫されている。さらにそれらの
実践を通じて社会に奉仕している現状、また文化資源の活用の場として今後いっそう発
展させるための構想が提示されている。なお、室内展示は、広西民族博物館の開館にと
もない銅鼓や民族民俗展示が移管され、もっぱら広西の歴史に特化したものになった。
室外展示は、多角経営が成功を収め、市民の憩いの場として今も賑わっている。
　李黔濱報告では、ミャオ族の民族衣装の重要な構成要素である銀製装身具について、
その起源、形態分類、中原文化との関係、銀の機能、近年の変化など多方面から検討さ
れている。銀製装身具が、文献史料の記載から明代に使用されはじめ清代に盛んになっ
たこと、また中原地域で早期から流行していた魔除けの長命鎖を導入したこと、さらに
未婚女性が民族的な活動へ参加したり嫁入り道具としての機能を持つこと、くわえて近
年、銀よりも廉価な白銅（銅に銀メッキをほどこしたもの）が流行していること、銀細
工職人の分散の現状などが指摘されている。銀自体に呪術的機能があることも指摘され
ている。銀製装身具の歴史と現状について、従来の見解に見直しをせまる研究として注
目される。
　謝沫華報告では、雲南の民族の多元性・多様性を論じたうえで、民族文化が現在直面
する問題、とくに伝統的な文化資源の消滅・変化が顕著で、開発と文化の保護の矛盾が
生じているなど問題点が検討されている。そして、この20年間の文化保護への取り組み
の実例として、伝統的な形式の博物館の建設のほかに、民俗村、民族文化伝習館、民族
文化生態村、民族文化活態博物館の建設などが紹介されている。さらに雲南における文
化資源の保護のための取り組みについて、最新の具体的な情報が提示されている。
　なお、中国側の4本の論文は当時の総合研究大学院大学院生の長沼さやか氏〈現・日
本学術振興会特別研究員（PD）、国立民族学博物館共同研究員〉、岡晋氏〈現・国立民族
学博物館外来研究員〉が邦訳を担当したが、邦訳の全責任は編者である塚田にあること
を申し添えたい。
　また、編集の都合上、第一セッションの司会を担当していた韓敏氏（国立民族学博物
館）、第二セッションの司会を担当していた横山廣子氏（国立民族学博物館）の発言は割
愛させていただいた。さらに、上記の民博共同研究の班員には、時間の関係上、コメン
トを一部の方のみにお願いせざるをえなかった。
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シンポジウム「西南中国少数民族の文化資源の“いま”」日程

₂₀₀₈年 ₃月₁₃日（木）　₁₀：₀₀－₁₈：₀₀　国立民族学博物館第₄セミナー室
（※所属は当時のもの）

第一セッション
　座長：韓敏（国立民族学博物館）
　10：00－10：30 ご挨拶、主旨説明、参加者紹介　塚田誠之（国立民族学博物館）
　10：30－11：10 報告　覃溥（広西文物事業管理局）
  　「現代社会の発展過程における少数民族文化保護・伝承を担う
  　時代の責任と義務―中国「広西民族生態博物館建設₁＋10プロ
  　ジェクト」の実践―」
　11：10－11：30 コメント　塚田誠之
　11：30－12：10 報告　呉偉峰（広西博物館）
  　「広西博物館の室外展示の特色と発展」
　12：10－12：30 コメント　兼重努（滋賀医科大学、民博共同研究員）

　　〈昼休み〉

第二セッション
　座長：横山廣子（国立民族学博物館）
　13：40－14：20 報告　謝沫華（雲南民族博物館）
  　「文化多様性の保護：雲南の探求と実践」
　14：20－14：40 コメント　長谷千代子（総合地球環境学研究所、民博共同研究員）
　14：40－15：20 報告　李黔濱（貴州省博物館）
  　「ミャオ族銀飾りの文化賞析」
　15：20－15：40 コメント　曽士才（法政大学、民博共同研究員）

　　〈休憩〉
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　　総合コメント・討論　

第三セッション　
　座長　塚田誠之
　16：00－17：00 総合コメント
  　尹 紹 亭  （雲南大学、東京外国語大学アジア・アフリカ言語 

文化研究所外国人研究員）
  　周　　星（愛知大学）
  　武内房司（学習院大学、民博共同研究員）
　17：00－18：00 討論
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No.95 Bonpo Thangkas from Rebkong （Bon studies 13） （2011; ポンギャ ゲレ フンドゥップ ギ
ャムツォ・津曲真一・立川武蔵・長野泰彦編; 英語、チベット語）

No.94 土方久功日記Ⅱ（2010; 土方久功，須藤健一・清水久夫編; 日本語）

No.93 Une version rgyalrong de l’épopée de Gesar （Gyarong Studies 1）（2010; Guillaume 
Jacques and Chen Zhen, ed. Yasuhiko Nagano; フランス語）
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